
足 立 区 議 会 だ よ り 令和５年（2023年）11月 25日（3）第 319号

代表・一般質問（要旨）
本会議の録画映像を
区議会ホームページでご覧いただけます。
https://www.gikai-adachi. jp

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
連
携
促
進
を

【
問
】
子
ど
も
た
ち
が
今
後
の
予
測

困
難
な
時
代
を
生
き
抜
き
、
持
続
可

能
な
社
会
の
作
り
手
と
な
る
に
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
連
携
・

協
働
・
協
創
し
、
一
丸
と
な
っ
て
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
、
教
員
不
足
等
の
問
題
に
よ

り
、
教
職
員
だ
け
で
は
学
校
運
営
が

厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
全
校

に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
早
急

に
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
学
校
運
営
】
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
の
理
解
を
十
分
深
め
た
上
で
、

設
置
の
機
運
が
高
ま
っ
た
学
校
に
は

準
備
段
階
か
ら
積
極
的
に
支
援
を
行

う
。
現
在
、
毎
年
１
校
程
度
の
導
入

を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
少
し
で
も

早
く
拡
大
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

地
域
住
民
と
商
業
施
設
の
共
存
共
栄
を

【
問
】
旧
鹿
浜
西
小
学
校
跡
地
に
は

地
域
住
民
念
願
の
避
難
所
機
能
を
有

す
る
商
業
施
設
の
誘
致
が
決
定
し
、

活
用
事
業
者
が
選
定
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
地
域
住
民
と
活
用
事
業

政 策 経 営、総 務、危 機 管 理、施 設 営 繕、区 民、地 域（＝地 域のちから推 進 ）、産 業 経 済、福 祉、衛 生、環 境、都 市 建 設、教 育 指 導、学 校 運営、子ども（＝子ども家 庭 ）･ ･ ･ 各 部 長

区
政
の
舵
を
取
る
区
長
の
考
え
を
伺
う

【
問
】
①
区
は
令
和
５
年
度
当
初
予

算
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
安
心
と
活
力
」

を
挙
げ
た
が
、
次
期
基
本
計
画
策
定

に
向
け
て
も
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
取

り
上
げ
て
い
る
区
長
の
考
え
を
伺
う
。

②
令
和
６
年
度
行
財
政
運
営
方
針
で

挙
げ
ら
れ
た
重
要
施
策
の
中
で
、
特

に
優
先
度
の
高
い
も
の
は
何
か
。

【
区
長
】
①
区
の
進
む
べ
き
方
向
性

を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
様
々
な
施

策
等
の
受
け
皿
と
な
る
「
安
心
と
活

力
」
を
掲
げ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
等
で
不

安
感
を
抱
く
区
民
に
寄
り
添
い
安
心

を
約
束
す
る
姿
勢
と
、
区
が
持
続
可

能
な
自
治
体
と
な
る
べ
く
活
力
を
発

揮
し
前
進
す
る
姿
勢
か
ら
相
応
し
い

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
モ
ロ
ッ
コ
で
発
生
し
た
地
震
の
状

況
や
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
よ
り

綾
瀬
川
等
の
中
小
河
川
に
も
危
険
性

が
あ
る
状
況
を
見
る
と
、
災
害
対
策

が
優
先
課
題
の
一
つ
と
な
る
。

　

ま
た
、
若
年
期
か
ら
始
ま
り
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
暮
ら
し
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
ま
で
区
が
支
援
す
る
若
年
者

支
援
・
少
子
化
対
策
が
も
う
一
つ
の

優
先
課
題
と
な
る
。

安
定
し
た
区
財
政
運
営
を
目
指
し
て

【
問
】
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
長
期
化

等
、
引
き
続
き
区
財
政
に
与
え
る
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
今
後
の
区
財

政
の
見
通
し
と
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

【
政
策
経
営
】
物
価
高
騰
や
先
行
き

不
透
明
な
世
界
情
勢
等
に
加
え
、
令

和
８
年
度
以
降
に
大
型
施
設
の
更
新

が
集
中
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
楽
観
視
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

事
業
目
的
や
効
果
を
見
定
め
、
前

例
に
捉
わ
れ
な
い
事
業
の
再
構
築
等

を
行
う
と
と
も
に
、
投
資
的
事
業
に

つ
い
て
は
改
修
の
必
要
性
や
手
法
等

を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

区
民
の
理
解
を
得
る
た
め
の
工
夫
を

【
問
】
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て「
公

共
施
設
の
更
新
、
建
設
に
か
か
る
経

費
の
増
大
は
区
政
運
営
に
大
き
な
影

を
落
と
す
可
能
性
が
あ
り
、
区
民
に

こ
う
し
た
状
況
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
新
し
い
対
策
を
打
っ
て
い
く
」

と
答
弁
し
た
が
、
現
在
、
「
新
し
い

対
策
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想

定
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
総
務
】
区
民
の
理
解
を
得
る
た
め

に
、
区
の
保
有
施
設
数
や
、
そ
の
改

修
・
更
新
に
掛
か
る
コ
ス
ト
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。
区
を
取
り
巻
く
公
共
施

設
の
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
広
報
紙
や
区
の
イ
ベ
ン
ト
等
で

適
宜
周
知
し
、
区
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
「
新
し
い
対

策
」
を
構
築
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
一
層
の
推
進
を
！

【
問
】
今
年
度
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
還
元
事
業
を
実
施
予
定
だ
が
、

区
内
事
業
者
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

を
推
進
す
る
た
め
、
事
業
規
模
を
拡

充
し
て
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
長
引
く
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
、
更
に
顧
客
獲
得
の
必

要
の
あ
る
、
特
に
中
小
個
店
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
推
進
す
る
た
め
、

従
業
員
千
人
未
満
の
店
舗
に
つ
い
て

は
還
元
率
を
30
％
に
引
き
上
げ
、
千

人
以
上
の
店
舗
に
つ
い
て
は
20
％
と

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

者
は
共
存
共
栄
の
関
係
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
仮
に
も
経
営
赤
字
に
よ
る

途
中
撤
退
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
投
下
資
本
を
回
収
し

利
益
を
出
す
こ
と
は
並
大
抵
で
は
な

い
と
思
う
が
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

【
総
務
】
活
用
事
業
者
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
を
十
分
に

踏
ま
え
、
周
辺
道
路
の
整
備
や
隣
接

す
る
鹿
浜
い
き
い
き
館
と
の
連
携
等
、

地
域
住
民
と
活
用
事
業
者
双
方
に
お

い
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
具
体
的
な
方

策
を
検
討
し
て
い
く
。

多
角
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

【
問
】
令
和
６
年
度
に
策
定
予
定
の

竹
の
塚
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
計
画
の
範

囲
は
竹
ノ
塚
駅
前
だ
け
で
は
な
く
、

北
は
足
立
清
掃
工
場
付
近
、
東
は
渕

江
中
学
校
付
近
、
西
は
伊
興
小
学
校

付
近
、
南
は
六
月
二
丁
目
・
三
丁
目

ま
で
を
網
羅
し
て
い
る
。
駅
前
の
顔

づ
く
り
と
そ
の
周
辺
地
域
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
エ
リ
ア
】
駅
前
の
顔
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
「
人
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
掲
げ
、
駅
前
空
間
の
再
生
、

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
、
タ

ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
取
り

組
み
、
人
が
集
ま
る
場
や
活
動
が
生

ま
れ
る
駅
前
を
目
指
し
て
い
く
。

　

周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
歴
史
や

防
災
、
治
安
、
環
境
、
地
域
活
動
等
、

特
徴
を
洗
い
出
す
こ
と
で
課
題
を
整

理
し
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
方
向
性
を

定
め
て
い
く
。

多
様
な
体
験
の
機
会
創
出
を
望
む

【
問
】
少
年
団
体
連
合
協
議
会
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
は
、
子
ど
も
が
大

き
く
成
長
す
る
事
業
で
あ
り
、
よ
り

多
く
の
参
加
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
物
価
高
騰
等
に
よ
る
家

計
の
負
担
増
等
を
鑑
み
、
更
に
参
加

時
代
に
即
し
た
高
齢
者
支
援
を

【
問
】
①
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
設
置
・
利
用
は
今
年
度
か
ら
無

料
に
な
っ
た
が
、
固
定
電
話
の
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ア
ナ
ロ
グ
回
線
で
な
い
と
設
置
で

き
な
い
。
品
川
区
の
よ
う
に
携
帯
電

話
や
デ
ジ
タ
ル
回
線
で
も
設
置
で
き

る
よ
う
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
補
助
の
実

施
に
つ
い
て
、
新
年
度
か
ら
実
施
を

す
べ
き
で
あ
り
、
見
通
し
を
伺
う
。

【
福
祉
】
①
他
区
の
状
況
も
調
査
の

上
、
固
定
電
話
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ナ
ロ
グ

回
線
で
は
な
く
と
も
設
置
が
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

②
新
年
度
か
ら
の
実
施
を
目
指
し
、

既
存
支
援
と
の
連
携
の
た
め
に
、
配

食
事
業
者
等
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

災
害
時
情
報
伝
達
体
制
を
強
化
せ
よ

【
問
】
江
戸
川
区
の
よ
う
に
自
動
起

動
式
戸
別
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
や
防

災
行
政
無
線
の
内
容
を
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
、
情

報
伝
達
を
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
危
機
管
理
】
災
害
時
に
お
け
る
戸

別
受
信
機
に
つ
い
て
新
た
な
技
術
等
、

他
の
方
法
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。 　

ま
た
、
江
戸
川
区
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
を
行
い
、
情
報
伝
達
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
防
災

行
政
無
線
の
聞
き
直
し
サ
ー
ビ
ス
の

無
料
化
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
、

第
４
回
定
例
会
で
報
告
す
る
。

区
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
開
発
を

【
問
】
市
街
地
再
開
発
等
は
、
①
住

民
自
治
を
大
切
に
し
、
徹
底
し
た
情

報
公
開
と
市
民
的
な
話
し
合
い
②
住

民
の
幸
福
・
要
求
実
現
③
優
先
順
位

④
計
画
性
⑤
環
境
へ
の
配
慮
、
以
上

５
つ
を
基
本
に
据
え
、
公
共
の
福
祉
、

公
共
性
を
実
現
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
区
民
の
要
望
に
基
づ
か
な

い
再
開
発
は
見
直
す
等
、
優
先
度
を

改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
都
市
建
設
】
区
民
と
の
話
し
合
い

等
を
大
切
に
し
、
公
共
の
福
祉
や
公

し
や
す
い
参
加
費
と
な
る
よ
う
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

【
子
ど
も
】
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
は
、
子

ど
も
た
ち
の
体
験
の
場
と
し
て
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
多
く
の
子
ど
も
に
参
加
し
て
も

ら
え
る
参
加
費
と
な
る
よ
う
、
来
年

度
予
算
に
計
上
し
て
い
く
。

共
性
を
実
現
す
べ
く
、
関
係
所
管
が

連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

　

な
お
、
施
策
の
優
先
度
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
要
望
も
踏
ま
え
な
が
ら

多
角
的
な
視
点
に
立
ち
、
時
機
を
捉

え
て
適
切
に
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

自
由
民
主
党　
　

鹿　

浜　
　
　

昭　

議
員

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現

と
区
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

　
　

自
由
民
主
党　
　

く
じ
ら
い　
　

実　

議
員

魅
力
あ
る
竹
ノ
塚
駅
周
辺
整
備

と
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
応
援

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

　
　

日
本
共
産
党　
　

ぬ
か
が　

和　

子　

議
員

住
民
の
声
が
生
き
る
防
災
・

ま
ち
づ
く
り
・
福
祉
施
策
を
！


